
PD66 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

学級規模の 小学校第 学年理科への効果
―操作変数を用いた家庭の学習資源の多寡によるカリキュラムの被覆状況別の分析―

○萩原康仁（国立教育政策研究所） 山森光陽（国立教育政策研究所）
松原憲治＃（国立教育政策研究所）
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問題・目的

学級規模について，萩原・山森・松原（ ）は，

の日本の公開データを用いて，小学校第４学

年理科到達度への効果を，家庭の学習資源の多寡による

部分母集団の分析によって探索的に検討した。その際に

は，各学校の重み因子の変数及び各学校が単学級かのダ

ミー変数を操作変数として用いた。このことによって，

学級規模にも学力にも影響を与える共変量がモデルから

欠落した場合に，学級規模と学力の誤差項との間に相関

が生じるという内生性の問題に対処した。その結果，当

該の操作変数を通じた学級規模増の小学校第４学年理科

到達度への平均的な効果は，特に家庭の学習資源が少な

い児童には負であることが示唆された。

本研究では，特性・処遇・課題交互作用（

）の考え方を援用し，新たに課題の観点を

加える。具体的には，日本のカリキュラムの被覆状況（各

調査項目の内容が国の調査学年までのカリキュラムに含

まれたものであるか，以下，被覆状況）を取り上げる。

萩原ら（ ）では，データにある理科到達度の推算値

を用いたが，本研究では，被覆状況別に各項目を分類し，

この分類ごとに因子を仮定し，確認的な多次元項目反応

モデルを用いて，因子ごとに各児童の推算値を求める。

以上より，どのような家庭の学習資源の児童にとって，

どのような被覆状況のテストに対して，学級規模がどの

ような効果を示すかについて検討するのが本研究の目的

となる。本研究では，家庭の学習資源の多寡による多母

集団モデルを用いた学級規模の効果の結果を報告する。

方 法

分析対象： の日本の小学校公開データ。

変数とモデル：グループ化変数･･･児童及び保護者質問紙

に基づく家庭の学習資源の指標（３種類）。被説明変数･･･

被覆状況別に，算数・理科の各項目を分類し，教科と被

覆状況の組合せによる４因子を仮定した多次元の項目反

応モデルで解答データを分析した。このモデルを，

を用いてベイズ推定し，児童ごとに各因子につき ずつ

の推算値を得た。このうち，理科に関する被覆状況別の

２種類の推算値を用いた。説明変数（被説明変数へのパ

ス）･･･学級規模（教師質問紙の回答と公開データから求

めた児童数の大きい方）。操作変数（説明変数へのパ

ス）･･･学校の重み因子の変数及び単学級かのダミー変数。

共変量（被説明変数及び説明変数へのパス）･･･児童の性

別・年齢，学校質問紙に基づく児童の経済的背景による

学校の構成の指標（３種類及び欠損，欠損を参照カテゴ

リ），教師質問紙に基づく各児童の担当教師が（皆）女性

かのダミー変数，（皆）理科の専門かのダミー変数，及び

（平均）教職経験年数。なお，説明変数の誤差項と被説

明変数の誤差項との間に共分散を設定し推定した。

分析方法：項目反応モデルを含め，分析には

（Muthén & Muthén， ）を用いた。学級規模

の効果の分析の際は，学校 のクラスタリングと各児童

の標本の重み，及び推算値を考慮する方法で多母集団モ

デルを最尤推定した。共変量の有無別及び被覆状況別に

分析した。

結果・考察

操作変数が弱相関でないことは，萩原ら（ ）で確

認していた。ただし，下記の共変量ありのモデルでは，

多母集団モデルの分析の際に，児童の経済的背景による

学校の構成の指標で問題が生じたため，３種類目（より

不利とされる学校）と欠損の場合を参照カテゴリとした。

カリキュラムの被覆がある場合の推算値を被説明変

数として用いたモデルの平均の適合度は，χ ，

， ， であった。学級規

模の係数の推定値は，家庭の学習資源が多い児童（

校 人）では ，ある程度家庭の学習資源がある

児童（ 校 人）では ，家庭の学習資源が少

ない児童（ 校 人）では であった。検定の数

を３として の方法で全体の有意水準が ％になるよ

うにした結果，有意なものはなかった（群間の有意差も

なかった）。カリキュラムの被覆がない場合の推算値を用

いたモデルの平均の適合度は，χ ， ，

， であった。学級規模の係数の推

定値は順に， ， ， であり，同様の方

法で有意水準を調整した上で，家庭の学習資源が少ない

児童について有意であった。推定値の差で見ても，この

群は他の２群より有意に小さかった。なお，共変量がな

いモデルでも上記と同様の検定結果であった。

モデルの適合度は概ね良く，結果を解釈すると，当該

の操作変数を通じた学級規模増の小学校第４学年理科へ

の平均的な効果は，特にカリキュラムの被覆がない場合，

家庭の学習資源が少ない児童には負であることが示唆さ

れた。授業でカリキュラムの内容を学習する以外に児童

が学級で理科にアクセスできる機会が大規模学級ほど少

なく，その影響は特に家庭の学習資源が少ない児童に見

られやすい可能性も考えられるが，別のデータセットで

このことや結果の再現可能性が検証される必要がある。

付 記
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複数冊子における素点を用いた 検出方法について
― 質問紙を用いた検討―

○熊谷龍一（東北大学） 野口裕之（名古屋大学）

キーワード： ，素点

目 的

本研究の目的は，熊谷（ ）で提案された「素

点を用いた 検出方法」について，テストが共

通項目を含んだ複数冊子（版）で構成されている

場合に，その対応策を提案し，実データによる分

析例を示すことである。ここで とは特異項目

機能（ ）のことを

指す。

素点を用いた 検出方法（熊谷， ）

手続き 1 受検者ごとに正答数得点を算出し，そ

の値ごとに層分けを行なう。この時，各下位集団

における層の人数が一定数（たとえば 10）に満た

ない場合は，隣接する層と結合を行なう。

手続き 2 層ごとに以下の値を計算する。
𝑘𝑘2𝐿𝐿 = |𝑃𝑃𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿 − 𝑃𝑃𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿| ×𝑊𝑊𝐿𝐿

ここで𝐿𝐿は層を，𝑃𝑃𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿は層𝐿𝐿において下位集団ごと

に正答率（多値型の場合は平均値）を算出した時

の最大値，および𝑃𝑃𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿𝐿は最小値である。𝑊𝑊𝐿𝐿は全受

検者数に対する層𝐿𝐿の人数の比率を表す。

手続き 3 以下の値𝐾𝐾𝐾をもって，DIF の大きさを

表す指標とする。

𝐾𝐾𝐾 𝐾𝐾𝐾𝐾2𝐿𝐿
𝐿𝐿

複数冊子分析における問題点と対応策

問題点 分析対象としたい項目数が多く，一つの

テスト内に含めることができる項目数が少ない場

合などにおいて，共通項目を含めた複数冊子（版）

による分析を行うことがある。このような場合に

おいて，上記の 分析（この時，冊子と下位集

団は 対 対応しているとは限らない）を行うと

き，手続き１の「正答数得点」を算出する場合に

は，全項目の正答数（総得点）ではなく，共通項

目の部分のみの正答数を用いなければならない。

これは，等しい能力を持っている受検者を各層に

付置するためであり，各冊子に含まれる項目数や

項目の困難度などが異なる場合には，「総得点」で

はその機能を果たせなくなるためである（この点

については，同じく正答数得点を利用する 分

析手法の 法においても同様に問

題となる）。共通項目の数が非常に少ないような場

合には，得点段階も少なくなることが問題となる。

対応策 この問題について，全冊子の反応パタン

を同一にしたデータ行列（各冊子の未提示部部分

については，欠測値とする）について，項目反応

理論（ 以下 とする）

の分析による潜在特性尺度値（以下θとする）を

用いることを提案する。θを用いることにより，

共通項目部分以外の情報も「能力値」に組み込む

ことができ，得点段階の減少も防ぐことができる。

実データを用いた分析

本研究で提案した方法について，実際に取集さ

れたデータを用いた分析例を示す。

データ 欧州言語共通参照枠（ ）における

（言語活動で何ができるかを記述

したもの）の「読む」，「聞く」から 項目を抽出

し， 件法の自己評価形式とした質問紙データ。

受検者 ベトナム，中国，オーストラリア，日本

国内在住の，日本語を母語としない日本語学習者，

名。

冊子構成 ベトナム語 版，中国語 版，英語

版，それぞれに共通項目が含まれている。

下位集団 国内在住 名 ，国外在住 名 の

集団

結 果

項目について， モデルによりθを算出

し，それにより受検者を 層に分けた上で，指標

𝐾𝐾𝐾を算出したところ， 検出の基準となる𝐾𝐾𝐾 𝐾
0.3 を示した項目は 項目であった。 は

𝐾𝐾𝐾 𝐾𝐾𝐾 40 となった項目 「（日本語で）毎日使

っている機器・設備の取扱説明のような，簡単な

専門的情報を理解することができる」の 状況

である。
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